
協会の技術開発 と橋梁塗装工事への適用

片脇清士 常務理事

平田義弘 技術委員長

は じめに

社 団法人 日本橋梁 ・鋼構造物塗装技術協会(橋 塗協)は 、 日本鋼橋塗装専門会 として創

立 して以来40年 を迎えた。 この間技術や工事品質 を高 めるために さまざまな活動 をして

お り、た とえば、技術委員会 、技術部においては技術開発や技術相談、調査活動 を行って

い る。

1.技 術をとりま く動 向について

近年、社会環境や発注者 のニー ズが大き く変わってきま した。 これ に対応 して協会の事

業は毎年度見直 してい る。技術 開発 は塗装工事に直接役立つものに重点化 し、必要 に応 じ

て発注者 と協働 してあるいは発 注者の指導を得なが らその実用化に努 めてい る。

公共工事の品質確保法が本格施行 され 、塗装工事入札契約が様変わ りしよ うとしていま

す。本格的に技術力 の競争 を しなけれ ばな らな くな るが、協会は会員企業が技術提案 をす

る際 に適切な技術情報 を得 るこ とが出来るよ うに講習会 を開催するな ど支援 している。

平成17年10月 に 日本道路公 団などの道路系公団は高速道路会社になったが、平成1

8年2月 に会長、役員が高速道路会社社長あてに塗替 に関する要望書を提出 したお り、あ

わせて高塗着スプ レー塗装 を高速道路会社に提案 した。

項 目 機関 内容

品質確保促進ガイ ドラ

イ ン

国土交通省 総合評価落札方式

(施工計画 の提出、実績、工事成績の重視)

ア セ ッ トマ ネ ジメ ン ト

の推進

道路局 橋梁 点検 、デ ー タベー ス、塗 替時 期

コス ト構造改革プ ログ

ラム

国土交通省 工事費の削減

ライフサイ クル コス トの低減

技術基準の改訂 日本道路協会 鋼道路橋塗装 ・防食便覧の発行

VOC規 制 環境省 東京都 VOC法 制化に伴 う自主規制

美 しい国つ くり 道路局ほか 道路デザイン指針

(1)公 共工事の品質確保法への対応

公共工事の品質確保法 は平成17年 下半期か ら本格施行 され、塗装 工事にお いても総合

評価落札方式が導入 された。 協会 では、公共工事の品質確保法成立後 、公共工事 の品質ガ

イ ドライン公表前に2回 検討会 を開催 し、また、公共工事の品質確保 ガイ ドライ ン公表後
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も対応 を審議 し塗装工事の扱いについて地方整備 局に要望 している。

昨秋か ら地区委員会 ごとに地方整備局担 当者 を招き、直接会員へ 「ガイ ドラインの解説

と塗装工事への適用 に関す る講習」 をお願 い してい る。その結果、各地方整備 局の運用が

具体的 に明 らかになってきた。地 区委員会においてはこれに対応 して、地区会員へ総合評

価落札方式の審査基準や施工計画記載例 を周知す ることに している。
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(2)ア セ ッ トマネジメン トへの対応

国土交通省は維持管理の合理化 のために、アセ ッ トマネ ジメン ト(施 設資産管理に よる

トータル コス トの削減)を 、16年 度か ら行政技術施策 として重点的に行ってい る。アセ ッ

トマネ ジメン トに よ り、「錆びてきたから塗 り替 える」か ら 「塗 り替 え時期を適 正に予測 し

て最適 時期に、最適 方法で塗 り替 える」や りか たへ、 このよ うにアセ ットマネ ジメン トの

導入は、これ までの塗 り替え工事 の予算確保や執行 を変える可能性 がある。最適塗 り替え

時期や経済的な塗装 手法にっいて施設管理者が求 めて くるこ とも予想 され るので対応を考
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えたい。

(3)コ ス ト構造改造プログラムへの対応

国土交通省 では、コス ト構造改造プ ログラム(5年 間で15%の 削減 目標)に よ り、維持

コス トを削減 している。橋梁、公共施設のス トックは年 々増 えてお り、塗 り替 えの対象 と

なる面積は増加 しているこ とか ら施設管理者 の 目は厳 しく、塗装工事にお いて もコス トの

削減 を求めてい る。協会 は施工 コス トを削減す る方法 として高塗着スプ レー による現場ス

プ レー を提案 している。

2.会 員か らの発注者要望への対応

会員会社か らは塗装工事 について発注者へ多 くの改善要望がある。鋼橋塗装 は塗装基準

および各種の規定に従って行われ ているが、実状 と合 わず施 工業者にとって負担 となって

いるものもあ り会員にアンケー トして改善要望 を抽 出 した。 ア ンケー トの内容は① 足場 ・

防護②工期③検 査④施工⑤積算⑥塗装⑦塗料⑧許可関連であ る。平成15年 度か ら発 注者

へい ろいろ働 きかけを したが個々の発注先では解 決できない ことがわか り、根本的な対応

として、鋼道路橋塗装 ・防食便覧委員会 において審議 をお願 い し改善を要望す ることに し

た。要望 として多かったのは、「足場 ・防護」と 「積算」で、っいで、「工期」、「施工」、「塗

料」であった。第6回 技術発表大会予稿集 「課題解決形 による改善への取組み」に詳 しい。

発注者への要望内容 と分類(平 成15年 度調査)

地区 足場 ・防護 工期 検査 施工 積算 塗装 塗料 許可関連

北海道 0 0 0 0 0 0 0 0

東北 1 0 0 0 2 1 1 2

関東 1 5 1 5 4 3 3 0

北陸 2 3 2 1 0 1 2 2

中部 3 0 0 1 2 0 1 1

近畿 0 0 0 0 0 0 0 0

中四国 3 0 0 1 1 0 0 0

九州 0 2 2 2 2 2 2 1

沖縄 1 0 0 0 0 1 1 0

鋼道路橋塗装 ・防食便覧において改善 された主な内容は以下の通 り。

①低温時の塗装

低温時の塗装発 注については協会 が開発 した寒冷地用塗装が便 覧に記載 され使用可能 と

なった。寒冷地用エポキシ樹脂塗料や寒冷地用ポ リウ レタン樹脂塗料を使用 して一5℃ まで

塗装 可能なシステムで、塗膜 は長期耐久性仕様 と同等の性能 を示す。北海道地 区委員会で

実橋塗装の実績 もあることが後押 しとなった。

②足場 ・防護費用
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足場防護 にっいては積算が実際に合わないことが指摘 されていた。た とえば、 トラス足

場の足場 ・防護 が片面 しか積算 されていないこと、山間部で もシー ト防護 が必要な ことな

どである。 これ らの問題は工事 ご とに改善要求 を出 して も、工事発注段階 では変更困難で

施工者の負担 とな るこ ともある。 要望の結果、 トラス足場の足場 ・防護 の例を写真 で示す

な ど設計段階で対処す るよ うに鋼道路橋塗装 ・防食便覧では注意喚起 している。

③塗料標準使用量

これ もなかなか解 決できなか った課題 であったが、便覧では、廃棄処理費用 なども考慮

し、既存塗料、新塗料 ともに実状 を調査 した上で塗料使用量の適正化 を している。

コンク リー ト塗装 にっいては便 覧中に記載 され た。また、現場塗装では種々の検査が行

われ るがその内容 が統一 されてな く受 注者が困ってい るので検査基準を明確化 してほ しい

との要望に対応 して、検査関連項 目の記述修正がなされ た。 ただ し、塗装間隔の改善 にっ

いては議論がま とま らず今回改訂 され なかったが これは品質の問題 と深 く絡むので今後の

技術的検討課題 であろ う。

この よ うに、国 、 自治体を対象 とす る橋梁塗装技術基準である鋼道路橋塗装 ・防食便覧

が平成18年2月 に改訂 された際には、塗 り替 え塗装工事にブラス トや現場スプ レーが導

入 されただけでな く、工事に関す る協会会員か らの要望 について多 くの点で改良 された こ

とは、技術委員会お よび協会選出委員の努力の成果で もある。

3.高 塗着ス プレー塗装

(1)特 徴

高塗着 スプ レー塗装 は橋塗協が開発 した塗料飛散がきわめて少ない静電式エア レス塗装

機 と補助エアを組合わせた橋梁現場塗装用の塗装方式 である。

被塗物 に良 く付着す る大きさの塗料の微細粒子(ス プ レー ミス ト)を 補助エアの流れに

包 んで吹付ける と共 に、静電気力 を利用 してスプ レー ミス トの飛散 を抑 える。スプ レーガ

ンの先端 にある電極 に最大一60kvの 高電圧(電 流値は最大80μAと 微弱なので、感

電 の危 険性が低い)を かけ、ガン先端部周辺の空気 がマイナス極性へ とイオ ン化 され る。

導電性飛散防護 メツシユ シー トを併用す ることに より、風に流 され るスプ レー ミス トの作

業現場外への飛散 を防 ぐことを期待す る。
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(2)NETIS登 録

国土交通省新技 術活用制度(NETIS)登 録 を行った。新 技術情報提供システム

NETIS(ネ テ ィス)と は、民間企業等が開発 した新技術 を集 めたデー タベースのことで、
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公共 工事等で有用な新技術を積極的に活用 ・普及す ることを目的に、国土交通省 が運用管

理 して る。登録 され た新技術は全国の地方整備 局工事事務所等に情報提供 され る。

高塗着スプ レー塗装がNETIS登 録 されま した平成17年12月13日 付けで、当協会

が開発 した新技術、高塗着スプ レー塗装は国土交通省北陸地方整備局 において登録 され、

国土交通省で閲覧できるよ うにな りました。以下に会長あての通知文 を示 します。

NETIS登 録のお知 らせ

国土交通省北陸地方整備局において、下記の新技術についてNETISに 登録 しま したので

お知 らせいたします。

①新技術名称 高塗着 スプ レー塗装

②NETIS登 録番号HR-050017

③公 開の範囲 一般 まで

④留意事項
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(3)独 立行政法人土木研究所 との共同研究

協会 は独立行政法人土木研究所 と橋梁用現場 スプ レー塗装技術について共同研究 を締結

し、作業環境 に配慮 した弱溶剤型塗料な どの環境配慮型塗料 を効率的に現場施 工す るため

の試 験 などを土木研究所試験場において行 った。

そ の成果が鋼道路橋塗装 ・防食便覧に反映 され たことか ら、直轄工事で塗替塗装に高塗

着 スプ レー塗装が利用で きるようになった。
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(4)施 工例 名古屋高速道路公社

高塗着スプ レー塗装の施工実績は名 古屋高速道路公社 において もっ とも多 く、平成16

年か ら全面採用 された。既に10万 ㎡を超 える面積が塗装 され てい る。

(5)施 工例 北陸地方整備局管内橋

国土交通省 においては、北陸地方整備局 において試験的に5000㎡ の塗装工事が始ま

っている。 この道路橋 は塗替工事 であ るが北陸地区委員会の要望活動によって試 験工事が

行われ るこ とになったものである。 なお、工事が終 了 した時点で事務所に よる高塗着スプ

レー塗装に関す る評価がお こなわれ る とのことである。

(6)施 工例 首都高速道路公団における試験工事

首都 高速道 路公団は試 験工事 を計画 され たので協会が受託 し2007年10月 に試験工

事 を終えた。

(7)試 験施工 、見学、PR

高塗着スプ レー塗装工事施工現場 において随時見学会を開催 した。技術委員会 、関東地

区委員会、東 北、北陸、近畿、中国四国地 区委員会有志が見学 した。

地方整備局道路部には要望活動 とあわせ て高塗着 スプ レー塗装 の技術特性や経 済性 につ

いてな どをPRし その利用 をお願い した。また、東 北技術事務所 、北陸技術事務所 な ど順

次技術事務所 を訪 問 し、高塗着スプ レー塗装の技術特性な どをPRし た。

上記 の高塗着スプ レー塗装 に関す る活動 の多 くに、工事現地指導 を含めて高塗着スプ レー

塗装分科会(三 好親委員長 、鈴木敬幹事長)が 担 当 し、協力支援 された。感謝 を申 し上げ

たい。

4.ブ ラス ト

鋼道路橋塗装 ・防食便覧の改定に伴い ブラス ト工事が増えて くると予想 され る。ブラス

ト工事施工時 に発生す る粉塵や騒音 、産業廃棄物処理を如何 に処理 してい くか、また コス

トをど う下げ るかが課題である。 ブラス トに用いる研 削材の種類 によって粉 じんの発 生が

大 きく異 なるので現場作業では粉 じんの発生の少 ない ものを用い る。最近の施工例 をあげ

る。

・工事例(そ の1)

全面板張 り、パネル足場の採用によって粉塵や騒音 を軽減 した例である。現場 は首都高

速道路の一部 であ り、大規模にブ ラス トが採用 された。会員会社 がお こなった。

・工事例(そ の2)

北陸地方整備局管内橋梁 において研 削材 にガーネ ッ トを用いた ブラス トを施 工 した。 こ

れにはイ ン ド産 ガーネ ッ トを用いた ことにより粉塵発生量が小 さくなった。 なお、 この橋

梁を対象 にブ ラス ト品質管理手法 を土木研究所の受託 をうけて協会 は検討 してい る。

・工事例(そ の3)

協会は富士教育訓練セ ンター内(静 岡県富士宮市根原)に 橋梁部材 を保管 してい る。 こ

れは研修時に素地調整訓練、塗装訓練 に用いるものであるが、 これ を用いて遠 心式 ブラス

一6一



ト、壁 面機 ブ ラス トに よるブ ラス ト試 験 を行 った。

5.塗 替 基 準

鋼道路橋塗装 ・防食便覧の改訂に よ り鋼道路橋に用いる塗料および工法が確 立 されたが、

鋼橋塗装市場 の拡大に必要な ことは発注者の鋼橋塗装への信頼 と一層 のご理解 であろ う。

財政が逼迫 し公共投資が抑制 され るにつれ、杞憂か もしれないが保全 のニーズ(耐 震補強

工事)に 比べ優先度合いが低 下 し後回 しになっているよ うにみえる。塗装工事 が復権す る

ためには、鋼材腐食は耐久性 に影響 を与 える基本的な問題 であること、腐食対策 は塗装 し

かない こと、 しば しば橋梁技術者か ら言及 され る 「さびで橋 は落ちない」 をどのよ うに し

て構造力学的に反証 してい くかが重要 である。 これ らが施設 管理者に心底か ら納得 されな

い と次第に塗装工事の機会が失われ る ことになろ う。

塗替が延び ると施設がもたな くな って しま うこと、すなわ ち、科学的根拠 の ある塗替基

準を提案す ることが早急に必要である。
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